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(57)【要約】
【課題】送信機を介して放送された放送波を受信する端
末と、該放送波を直接受信した端末に特典情報を提供す
るサーバと、を提供する
【解決手段】サーバは、放送波を直接受信した端末の複
写不可領域に記録されている送信元の送信機を特定する
送信機特定情報と、複写不可領域に記録されている放送
波の受信期間情報と、複写不可領域と異なる記録領域に
記録されている特典情報を提供する提供先アドレスを含
んだデータと、を該端末から受信し、提供先アドレスに
関連付けられている送信機を識別する送信機情報と送信
機特定情報が一致し、かつ提供先アドレスに関連付けら
れている放送波の配信期間情報と受信期間情報が一致ま
たは予め決められた期間を共有している場合、提供先ア
ドレスに関連付けられている特典情報を記録部から取得
し、取得した特典情報を端末へ送信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送波を受信する第１の受信部と、
　放送波に含まれる送信元の送信機を特定する送信機特定情報と、前記放送波の受信開始
日時と受信終了日時とのいずれか又は両方を示す受信期間情報とを記録部の複写不可領域
に記録し、特典情報を提供するサーバの提供先アドレスを含んだコンテンツを前記記録部
の前記複写不可領域と異なる領域に記録する処理部と、
　前記提供先アドレスに対するアクセスの指示が入力されると、前記複写不可領域に記録
した前記送信機特定情報と前記受信期間情報とを、該提供先アドレスへ送信する送信部と
、
　前記サーバから特典情報を取得する第２の受信部と、
　を備えることを特徴とする端末。
【請求項２】
　放送波を直接受信した端末の複写不可領域に記録されている前記放送波に含まれる送信
元の送信機を特定する送信機特定情報と、前記放送波の受信開始日時と受信終了日時との
いずれか又は両方を示す前記複写不可領域に記録されている受信期間情報と、前記複写不
可領域と異なる記録領域に記録されている第１の特典情報を提供する提供先アドレスを含
んだデータと、を前記端末から受信する受信部と、
　前記提供先アドレスに関連付けられている前記送信機を識別する送信機情報と前記送信
機特定情報が一致し、かつ前記提供先アドレスに関連付けられている前記放送波の配信開
始と配信終了日時を示す配信期間情報と前記受信期間情報が一致または予め決められた期
間を共有している場合、前記提供先アドレスに関連付けられている第１の特典情報を記録
部から取得する処理部と、
　取得した前記第１の特典情報を前記端末へ送信する送信部と、
　を備えることを特徴とするサーバ。
【請求項３】
　前記処理部は、
　前記提供先アドレスに関連付けられている前記配信期間情報と前記受信期間情報が一致
または予め決められた期間を共有している場合であって、前記提供先アドレスに関連付け
られている前記送信機情報と前記送信機特定情報が異なる場合に、前記送信機情報と前記
送信機特定情報に関連付けられている放送波の配信エリアが同じであるとき、前記提供先
アドレスに関連付けられている前記第１の特典情報または前記第１の特典情報より価値の
低い第２の特典情報を記録部から取得する、
　ことを特徴とする請求項２に記載のサーバ。
【請求項４】
　コンピュータに、
　放送波に含まれる送信元の送信機を特定する送信機特定情報と、前記放送波の受信開始
日時と受信終了日時とのいずれか又は両方を示す受信期間情報とを記録部の複写不可領域
に記録させる処理と、
　特典情報を提供するサーバの提供先アドレスを含んだコンテンツを前記記録部の前記複
写不可領域と異なる領域に記録させる処理と、
　前記提供先アドレスに対するアクセスの指示が入力されると、前記提供先アドレスへ前
記複写不可領域に記録した前記送信元情報と前記受信期間情報とを、送信部から前記提供
先アドレスへ送信させる処理と、
　前記サーバから特典情報を取得させる処理と、
　を実行させることを特徴とする端末のプログラム。
【請求項５】
　コンピュータに、
　放送波を直接受信した端末の複写不可領域に記録されている送信元の送信機を特定する
送信機特定情報と第１の特典情報を提供する提供先アドレスに関連付けられている前記送
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信機を識別する送信機情報が一致し、かつ前記端末から受信した前記放送波の受信開始日
時または受信終了日時のいずれか又は両方を示す前記複写不可領域に記録されている受信
期間情報と前記提供先アドレスに関連付けられている前記放送波の配信開始と配信終了日
時を示す配信期間情報が一致または予め決められた期間を共有しているかを判定させる処
理と、
　前記送信機特定情報と前記送信機情報が一致し、かつ前記受信期間情報と前記配信期間
情報が一致または予め決められた期間を共有している場合、前記提供先アドレスに関連付
けられている第１の特典情報を記録部から取得させる処理と、
　送信部に、取得した前記第１の特典情報を前記端末へ送信させる処理と、
　を実行させることを特徴とするサーバのプログラム。
【請求項６】
　前記提供先アドレスに関連付けられている前記配信期間情報と前記受信期間情報が一致
または予め決められた期間を共有している場合であって、前記提供先アドレスに関連付け
られている前記送信機情報と前記送信機特定情報が異なる場合に、前記送信機情報と前記
送信機特定情報に関連付けられている放送波の配信エリアが同じであるとき、前記提供先
アドレスに関連付けられている前記第１の特典情報または前記第１の特典情報より価値の
低い第２の特典情報を記録部から取得させる処理と、
　取得した前記第１の特典情報または前記第２の特典情報を前記送信部から前記端末へ送
信させる処理と、
　前記コンピュータに実行させることを特徴とする請求項５に記載のサーバのプログラム
。
【請求項７】
　コンピュータが、
　放送波を直接受信した端末の複写不可領域に記録されている送信元の送信機を特定する
送信機特定情報と第１の特典情報を提供する提供先アドレスに関連付けられている前記送
信機を識別する送信機情報が一致し、かつ前記端末から受信した前記放送波の受信開始日
時または受信終了日時のいずれか又は両方を示す前記複写不可領域に記録されている受信
期間情報と前記提供先アドレスに関連付けられている前記放送波の配信開始と配信終了日
時を示す配信期間情報が一致または予め決められた期間を共有しているかを判定し、
　前記送信機特定情報と前記送信機情報が一致し、かつ前記受信期間情報と前記配信期間
情報が一致または予め決められた期間を共有している場合、前記提供先アドレスに関連付
けられている第１の特典情報を記録部から取得し、
　取得した前記第１の特典情報を送信部から前記端末へ送信する、
　処理を実行することを特徴とするサーバの方法。
【請求項８】
　前記提供先アドレスに関連付けられている前記配信期間情報と前記受信期間情報が一致
または予め決められた期間を共有している場合であって、前記提供先アドレスに関連付け
られている前記送信機情報と前記送信機特定情報が異なる場合に、前記送信機情報と前記
送信機特定情報に関連付けられている放送波の配信エリアが同じであるとき、前記提供先
アドレスに関連付けられている前記第１の特典情報または前記第１の特典情報より価値の
低い第２の特典情報を記録部から取得し、
　取得した前記第１の特典情報または前記第２の特典情報を前記送信部から前記端末へ送
信する、
　処理を前記コンピュータが実行することを特徴とする請求項７に記載のサーバの方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送を利用した配信サービスに用いられる端末とサーバに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、放送局、広告配信手段、インセンティブ決定手段を用いて、広告コンテンツを見
た視聴者にインセンティブデータを与える技術が知られている。放送局は、広告コンテン
ツを伴う番組コンテンツを複数のコンテンツ再生装置すべてに一斉配信する。広告配信手
段は、放送局とは別のルートでその露出依頼を受け付けた広告コンテンツを複数のコンテ
ンツ再生装置の一部又はすべてに配信する。インセンティブ決定手段は、蓄積されている
履歴データから当該視聴者による広告コンテンツに対する接触行動を特定し、特定した接
触行動に応じたインセンティブデータの価値を決定する。コンテンツ再生装置は、放送局
及び広告配信手段から受信した番組コンテンツ及び広告コンテンツをそれぞれ独立に再生
可能な形態で蓄積する。そして、蓄積されているコンテンツのうち視聴者により選択され
た番組コンテンツ、広告コンテンツ又はこれらの組合せを視聴者により指定された順序と
タイミングで再生するための編成情報を生成する。次に、この編成情報に従い、該当する
コンテンツを読み出して再生するとともに、広告コンテンツの再生時の露出態様の指示と
、視聴者が選択した広告コンテンツに対する未視聴とを含む接触行動を検出し、検出した
接触行動の履歴データを蓄積する。
【０００３】
　また、近年微弱電波を利用した放送により手軽に独自のコンテンツを配信するサービス
として、例えば、スポットキャスト（エリアワンセグ放送）などの技術が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１５８７２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は上記のような実情に鑑みてなされたものであり、送信機を介して放送された放
送波を受信する端末と、該放送波を直接受信した端末に特典情報を提供するサーバと、を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　実施の態様のひとつである端末は、第１の受信部、処理部、送信部、第２の受信部を有
している。第１の受信部は、放送波を受信する。処理部は、放送波に含まれる送信元の送
信機を特定する送信機特定情報と、上記放送波の受信開始日時と受信終了日時とのいずれ
か又は両方を示す受信期間情報とを記録部の複写不可領域に記録する。また、上記放送波
を直接受信した場合に特典情報を提供するサーバの提供先アドレスを含んだコンテンツを
上記記録部の上記複写不可領域と異なる領域に記録する。送信部は、上記提供先アドレス
に対するアクセスの指示が入力されると、上記複写不可領域に記録した上記送信機特定情
報と上記受信期間情報とを、該提供先アドレスへ送信する。第２の受信部は上記サーバか
ら特典情報を取得する。
【０００７】
　他の実施の態様のひとつであるサーバは、受信部、処理部、送信部を有している。受信
部は、放送波を直接受信した端末の複写不可領域に記録されている送信元の送信機を特定
する送信機特定情報と、上記放送波の受信開始日時または受信終了日時とのいずれか又は
両方を示す前記複写不可領域に記録されている受信期間情報を端末から受信する。また、
受信部は特典情報を提供する第１の特典情報を提供する提供先アドレスを含んだデータと
、を前記端末から受信する。処理部は、上記提供先アドレスに関連付けられている上記送
信機を識別する送信機情報と上記送信機特定情報が一致し、かつ上記提供先アドレスに関
連付けられている上記放送波の配信開始と配信終了日時を示す配信期間情報と上記受信期
間情報が一致または予め決められた期間を共有している場合、上記提供先アドレスに関連
付けられている第１の特典情報を記録部から取得する。送信部は、取得した上記第１の特
典情報を上記端末へ送信する。



(5) JP 2012-114749 A 2012.6.14

10

20

30

40

50

【発明の効果】
【０００８】
　実施の態様によれば、送信機を介して放送された放送波を直接受信した端末にのみ特典
情報を提供するという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】配信サービスに用いるシステムの一実施例を示す図である。
【図２】放送端末のハードウェアの一実施例を示す図である。
【図３】放送端末の一実施例を示すブロック図である。
【図４】放送端末の動作の一実施例を示すフロー図である。
【図５】配信サーバのハードウェアの一実施例を示す図である。
【図６】配信サーバの一実施例を示すブロック図である。
【図７】配信サーバの動作の一実施例を示すフロー図である。
【図８】配信テーブルのデータ構造の一実施例を示す図である。
【図９】配信サーバの動作の一実施例を示すフロー図である。
【図１０】実施形態２の特典情報テーブルのデータ構造の一実施例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　スポットキャストなどのように限定された放送範囲に放送された放送波を直接受信して
、端末に放送波に含まれるコンテンツを記録しておけば、別の場所に移動した後でも利用
者はコンテンツを視聴することができる。また、放送範囲で直接受信した端末に記録され
ているコンテンツを放送範囲に行っていない利用者の端末に複写、またはコンテンツが記
録されている記録媒体を貸すことで、放送範囲に行っていない利用者でもコンテンツを視
聴することができる。ここで、放送されたコンテンツとは、動画、静止画、テキスト、ウ
ェブにアクセスするためのデータなどである。コンテンツは、例えば、Broadcast Markup
 Language（ＢＭＬ）言語で記述されたデータなどである。
【００１１】
　しかし、現地に足を運んでくれた利用者に対して何らかのインセンティブな情報（特典
情報）を与えたい場合、上記説明したコンテンツの管理では放送波を直接受信した利用者
にだけインセンティブな情報を視聴させることができない。つまり、コンテンツを直接受
信した端末であるか否かを判定することができない。
【００１２】
　そこで、放送波を直接受信した端末にのみインセンティブな情報を視聴可能にさせるた
めに、放送波を直接受信した日時と該放送波を送信した送信機とを特定する情報とを端末
の記録部の複写不可領域に記録する。また、コンテンツを複写不可領域と異なる記録部の
記録領域に記録する。端末はコンテンツに含まれる特典情報を提供するサーバの提供先ア
ドレスにアクセスするためのデータを用いて、インセンティブな情報を配信するサーバに
アクセスし、放送波を直接受信した日時と該放送波を送信した送信機とを特定する情報を
サーバに送信する。提供先アドレスとは、例えば、ウェブアドレスなどである。サーバは
、端末から送信された情報と、サーバの記録部に記録されている該コンテンツを放送した
日時と該コンテンツを放送した送信機を特定する情報とを比較して、放送波を直接受信し
た端末であるかを判定する。判定の結果、放送波を直接受信した端末であると判定された
場合には、サーバがインセンティブな情報を、放送波を直接受信した端末に配信する。
【００１３】
　以下図面に基づいて、実施形態について詳細を説明する。
　実施形態１について説明する。
　図１は、配信サービスに用いるシステムの一実施例を示す図である。図１のシステムは
、放送波を受信可能な端末１、放送を配信するサーバ２、ネットワーク５を介して配信サ
ーバ２から放送用のデータを取得する端末３、端末３から放送用のデータを受信して放送
する送信機４を有している。なお、以降、端末１を放送端末１と呼び、サーバ２を配信サ



(6) JP 2012-114749 A 2012.6.14

10

20

30

40

50

ーバ２と呼び、端末３を配信端末３と呼ぶ。
【００１４】
　放送端末１は、放送波を受信して、放送波に含まれる送信元の送信機４を特定する送信
機特定情報と、放送波の受信開始日時または受信終了日時のいずれか又は両方を示す受信
期間情報とを放送端末１の備える記録部の複写不可領域に記録する。また、放送端末１は
放送波に含まれるコンテンツであって、特典情報を提供するウェブアドレスを含んだデー
タを複写不可領域または記録部の複写不可領域と異なる領域に記録する。放送端末１は、
特典情報を提供するウェブアドレスに対するアクセスの指示が入力されると、複写不可領
域に記録した送信元情報と受信期間情報を、該アドレスへ送信する。また、放送端末１は
携帯電話、Personal Handy-phone System（ＰＨＳ）、携帯型パソコンなどの携帯端末な
どに用いることが考えられる。特典情報は、例えば、通常は放送、配信されていない動画
、静止画などのコンテンツである。
【００１５】
　配信サーバ２は、放送波の送信開始日時または送信終了日時を示す配信期間情報、コン
テンツなどを送信機４に送信する。また、配信サーバ２は、放送端末１が受信した放送波
に含まれる送信元の送信機４を特定する送信機特定情報と、放送波の受信開始日時または
受信終了日時のいずれか又は両方を示す受信期間情報とを放送端末１から受信する。さら
に、配信サーバ２は、コンテンツに含まれる特典情報を提供するウェブアドレスを放送端
末１から受信する。配信サーバ２は、放送端末１から受信した送信機特定情報と受信期間
情報とコンテンツに含まれる特典情報を提供するウェブアドレスとを用いて、記録部に記
録されている特典情報を決定する。例えば、放送端末１から受信した特典情報を提供する
ウェブアドレスと一致する配信サーバ２の記録部に記録されているウェブアドレスを検出
する。次に、検出したウェブアドレスに関連付けられている送信機情報と配信期間情報を
検出する。次に、送信機特定情報と受信期間情報とを用いて、配信サーバ２の記録部に記
録されている送信機情報と配信期間情報とを比較し、送信機情報と送信機特定情報が一致
し、かつ受信期間情報と配信期間情報が一致または予め決められた期間を共有しているか
判定する。その後、送信機情報と送信機特定情報とが一致し、かつ受信期間情報と配信期
間情報とが一致または予め決められた期間を共有していると判定された、送信機情報と配
信期間情報とに関連付けられている特典情報を、放送波を直接受信した放送端末１へ送信
する。なお、配信サーバ２は、放送用のコンテンツを管理するサーバと、放送端末１にコ
ンテンツを提供するサーバとに分けてもよい。
【００１６】
　配信端末３は、ネットワーク５を介して配信サーバ２から放送に用いるデータを取得す
る。配信端末３はPersonal Computer（ＰＣ）などを用いることが考えられる。
　なお、図１の例では配信端末３を介して送信機４に配信サーバ２から放送波の配信開始
または配信終了日時を示す配信期間情報やコンテンツなどのデータを送信しているが、配
信サーバ２から直接送信機４にデータを送信してもよい。
【００１７】
　送信機４は、放送用のデータを受信して受信したデータを用いて放送波にして、予め決
められた範囲に放送波を送信する。例えば、スポットキャスト（エリアワンセグ放送）な
どに用いられる送信機が考えられる。スポットキャストでは、微弱電波に限定したワンセ
グ放送を利用して、送信機４周辺の放送端末１に対して情報を送信する。放送端末１の性
能にもよるが、１本の送信アンテナからの放送範囲は数センチ～２ｍである。ただし、送
信機４はスポットキャストに用いる送信機に限定されるものではない。また、放送範囲は
数センチ～２ｍに限定されるものではない。
【００１８】
　図２は、放送端末１のハードウェアの一実施例を示す図である。
　放送端末１のハードウェアは、処理部２１、記録部２２、記録媒体読取装置２３、入出
力インタフェース２４（入出力Ｉ／Ｆ）、通信部２５、受信部２９などを備えている。ま
た、上記各構成部はバス２６によってそれぞれ接続されている。
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【００１９】
　処理部２１は、記録部２２に格納されている後述する図４のフロー図に示すようなプロ
グラムを実行する。処理部２１は、Central Processing Unit（ＣＰＵ）やプログラマブ
ルなデバイス（Field Programmable Gate Array（ＦＰＧＡ）、Programmable Logic Devi
ce（ＰＬＤ）など）を用いてもよい。
【００２０】
　記録部２２には、処理部２１が実行するプログラム、テーブル、データが記録されてい
る。また、ワークエリアなどとして使用される。記録部２２は、例えば、Read Only Memo
ry（ＲＯＭ）、Random Access Memory（ＲＡＭ）などのメモリやハードディスクなどであ
る。また、記録部２２はパラメータ値、変数値などのデータを記録してもよいし、ワーク
エリアとして用いることもできる。
【００２１】
　記録媒体読取装置２３は、処理部２１の制御に従って記録媒体２７に対するデータのリ
ード／ライトを制御する。そして、記録媒体２７に記録媒体読取装置２３の制御で書き込
まれたデータを記録させたり、記録媒体２７に記録されたデータを読み取らせたりする。
また、着脱可能な記録媒体２７は、コンピュータで読み取り可能なnon-transitory（非一
時的）な記録媒体として、磁気記録装置、光ディスク、光磁気記録媒体、半導体メモリな
どがある。磁気記録装置には、ハードディスク装置（ＨＤＤ）などがある。光ディスクに
は、Digital Versatile Disc（ＤＶＤ）、ＤＶＤ－ＲＡＭ、Compact Disc Read Only Mem
ory（ＣＤ－ＲＯＭ）、ＣＤ－Ｒ(Recordable)／ＲＷ(ReWritable)、Universal Serial Bu
s（ＵＳＢ）メモリなどがある。光磁気記録媒体には、Magneto-Optical disk (ＭＯ)など
がある。また、半導体メモリにはフラッシュメモリなどがある。なお、記録部２２もnon-
transitory（非一時的）な記録媒体に含まれる。
【００２２】
　入出力インタフェース２４には、入出力部２８が接続され、利用者が入力した情報を受
信し、バス２６を介して処理部２１に送信する。また、処理部２１からの命令に従ってデ
ィスプレイの画面上に操作情報などを表示する。
【００２３】
　入出力部２８は入力部、出力部などを備えている。例えば、出力部がディスプレイであ
れば、入力部としてディスプレイに設けられたタッチパネルなどが考えられる。また、キ
ーボード、スイッチなどが考えられる。なお、ディスプレイは、例えば、液晶ディスプレ
イなどが考えられる。出力部は、ディスプレイ、プリンタなどの出力装置である。出力部
は、例えば、動画、静止画、ウェブアドレスなどのコンテンツを表示する。
【００２４】
　通信部２５は、必要に応じ、他のコンピュータやサーバとの間のLocal Area Network（
ＬＡＮ）接続やインターネット接続や無線接続を行うためのインタフェースである。また
、他の装置に接続され、外部装置から通信されるデータの入出力を制御する。
【００２５】
　受信部２９は、放送波を受信して復調して、バス２６を介して処理部２１に復調したデ
ータを転送する。例えば、ディジタル放送などを受信することが考えられ、ディジタル放
送はワンセグ放送などであってもよい。
【００２６】
　また、このようなハードウェア構成を有する放送端末１を用いることによって、ディジ
タル放送の表示処理、通信処理、各種処理機能を実現する場合、上記処理を実行するため
のプログラムが提供される。そのプログラムを処理部２１で実行することにより、上記処
理機能が放送端末１で実現される。処理内容を記述したプログラムは、コンピュータで読
み取り可能な記録媒体２７に記録しておくことができる。
【００２７】
　なお、プログラムを流通させる場合には、例えば、そのプログラムが記録されたＤＶＤ
、ＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体２７が販売される。また、プログラムをサーバの記憶装置
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に格納しておき、ネットワークを介して、サーバから放送端末１にそのプログラムを転送
することもできる。
【００２８】
　プログラムを実行するコンピュータを有する放送端末１は、例えば、記録媒体２７に記
録されたプログラムもしくはサーバから転送されたプログラムを、自己の記録部２２に格
納する。そして、コンピュータは、自己の記録部２２からプログラムを読み取り、プログ
ラムに従った処理を実行する。なお、コンピュータは、記録媒体２７から直接プログラム
を読み取り、そのプログラムに従った処理を実行することもできる。また、コンピュータ
は、サーバからプログラムが転送されるごとに、逐次、受け取ったプログラムに従った処
理を実行することもできる。
【００２９】
　図３、図４を用いて放送端末１の動作の説明をする。
　図３は、放送端末１の一実施例を示すブロック図である。図４は、放送端末１の動作の
一実施例を示すフロー図である。図３に示した記録部２２は、複写不可領域３１と複写不
可領域３１と異なる記録領域３２を有している。複写不可領域３１は、例えば、放送端末
１がエリアワンセグ放送を受信可能な携帯電話などである場合にはNon Volatile RAM（Ｎ
ＶＲＡＭ）などが考えられる。ただし、複写不可領域３１はＮＶＲＡＭに限定されるもの
ではなく、記録部２２に記録されたデータが複写不可な不揮発性メモリであればよい。複
写不可領域３１と異なる記録領域３２は、例えば、放送端末１がワンセグ放送を受信可能
な携帯電話などである場合にはＳＤメモリカード、ｍｉｎｉＳＤカード、ｍｉｃｒｏＳＤ
カードなどのメモリを記録媒体２７として用いることが考えられる。ただし、記録媒体２
７はＳＤメモリカード、ｍｉｎｉＳＤカード、ｍｉｃｒｏＳＤカードなどのメモリだけで
なく、受信部２９で受信した放送波を復調したデータに含まれるコンテンツを記録できる
メモリであれば限定されるものではない。
【００３０】
　図４のステップＳ１では、受信部２９が送信機４から送信された放送波を直接受信する
。次に、受信部２９は受信した放送波を復調して、送信機を特定するための送信機特定情
報とコンテンツなどを取得する。また、受信部２９が放送波を受信した期間を示す情報と
して、処理部２１が受信日時と受信終了日時を示す受信期間情報を取得する。
【００３１】
　ステップＳ２では、処理部２１が送信機特定情報と受信期間情報を複写不可領域３１に
記録する。ステップＳ３では、処理部２１が動画、静止画、テキスト、ウェブにアクセス
するためのデータなどが含まれるコンテンツを記録領域３２に記録する。なお、送信機特
定情報と受信期間情報は記録する際に関連付けられているが、コンテンツは送信機特定情
報および受信期間情報とは関連付けられていなくてもよい。
【００３２】
　ステップＳ４では、ステップＳ３までの処理が実施された後、利用者が入出力部２８を
利用して記録領域３２に記録されているコンテンツを再生する。例えば、ワンセグ放送な
どであれば動画や静止画や、インセンティブな情報を提供するウェブにアクセスするため
のデータに関連付けられた表示画像（ボタンなどの画像）が表示される。利用者が表示画
像（ボタンなどの画像）を選択する。
【００３３】
　ここで、放送端末１が放送波を直接受信していない場合には、複写不可領域３１に送信
機特定情報と受信期間情報が記録されていない場合や、複写不可領域３１に直接受信した
放送波に対応しない異なる送信機特定情報と受信期間情報が記録されていることがある。
すなわち、コンテンツを借りて放送波を直接受信していない放送端末１で視聴している場
合が考えられる。しかし、この場合においてもインセンティブな情報を提供するウェブに
アクセスするためのデータに関連付けられた表示画像（ボタンなどの画像）が表示される
。また、利用者が表示画像（ボタンなどの画像）を選択することは可能である。
【００３４】
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　ステップＳ５では、表示画像が選択されると処理部２１が複写不可領域３１に記録した
送信機特定情報と受信期間情報を取得して、取得した送信機特定情報と受信期間情報とを
通信部２５を介して、配信サーバ２へ送信する。なお、コンテンツを借りて放送波を直接
受信していない放送端末１で視聴している場合には、送信機特定情報および受信期間情報
がコンテンツと関連付けられていない。
【００３５】
　配信サーバ２は、送信機特定情報と受信期間情報とを用いて、配信サーバ２の記録部に
記録されている送信機情報と配信期間情報とを比較する。送信機情報と送信機特定情報が
一致し、かつ受信期間情報と配信期間情報が一致または予め決められた期間を共有してい
るか判定して、送信機情報と配信期間情報に関連付けられている特典情報の供給先ウェブ
アドレスを決定する。その後、配信サーバ２が決定した特典情報のウェブアドレスを、直
接放送波を受信した放送端末１に送信する。配信サーバ２の動作については後述する。
【００３６】
　ステップＳ６～ステップＳ７は、利用者が特典情報を視聴するときの放送端末１の動作
である。ステップＳ６では、放送端末１の受信部２９が配信サーバ２から特典情報を受信
する。ステップＳ７では、処理部２１が入出力部２８に特典情報を表示させる。
【００３７】
　配信サーバ２について説明する。
　図５は、配信サーバ２のハードウェアの一実施例を示す図である。
　配信サーバ２のハードウェアは、処理部５１、記録部５２、記録媒体読取装置５３、入
出力インタフェース５４（入出力Ｉ／Ｆ）、通信部５５などを備えている。また、上記各
構成部はバス５６によってそれぞれ接続されている。
【００３８】
　処理部５１は、記録部５２に格納されている後述する図７のフロー図に示すようなプロ
グラムを実行する。処理部５１は、ＣＰＵなどを用いてもよい。
　記録部５２には、処理部５１が実行するプログラム、テーブル、データが記録されてい
る。また、ワークエリアなどとして使用される。記録部５２は、例えば、ＲＯＭ、ＲＡＭ
などのメモリやハードディスクなどである。また、記録部５２はパラメータ値、変数値な
どのデータを記録してもよいし、ワークエリアとして用いることもできる。
【００３９】
　記録媒体読取装置５３は、処理部５１の制御に従って記録媒体５７に対するデータのリ
ード／ライトを制御する。そして、記録媒体５７に記録媒体読取装置５３の制御で書き込
まれたデータを記録させたり、記録媒体５７に記録されたデータを読み取らせたりする。
また、着脱可能な記録媒体５７は、コンピュータで読み取り可能なnon-transitory（非一
時的）な記録媒体として、磁気記録装置、光ディスク、光磁気記録媒体、半導体メモリな
どがある。磁気記録装置には、ハードディスク装置（ＨＤＤ）などがある。光ディスクに
は、Digital Versatile Disc（ＤＶＤ）、ＤＶＤ－ＲＡＭ、Compact Disc Read Only Mem
ory（ＣＤ－ＲＯＭ）、ＣＤ－Ｒ（Recordable）／ＲＷ（ReWritable）、Universal Seria
l Bus（ＵＳＢ）メモリなどがある。光磁気記録媒体には、Magneto-Optical disk（ＭＯ
）などがある。また、半導体メモリにはフラッシュメモリなどがある。なお、記録部５２
もnon-transitory（非一時的）な記録媒体に含まれる。
【００４０】
　入出力インタフェース５４には、入出力部５８が接続され、利用者が入力した情報を受
信し、バス５６を介して処理部５１に送信する。また、処理部５１からの命令に従ってデ
ィスプレイの画面上に操作情報などを表示する。
【００４１】
　入出力部５８は入力部、出力部などを備えている。例えば、出力部がディスプレイであ
れば、入力部としてディスプレイに設けられたタッチパネルなどが考えられる。また、キ
ーボード、スイッチなどが考えられる。なお、ディスプレイは、例えば、液晶ディスプレ
イなどが考えられる。出力部は、ディスプレイ、プリンタなどの出力装置である。出力部
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は、例えば、動画、静止画、ウェブアドレスなどのコンテンツを表示する。
【００４２】
　通信部５５は、必要に応じ、他のコンピュータやサーバとの間のＬＡＮ接続やインター
ネット接続や無線接続を行うためのインタフェースである。また、他の装置に接続され、
外部装置から通信されるデータの入出力を制御する。
【００４３】
　また、このようなハードウェア構成を有する配信サーバ２を用いることによって、ディ
ジタル放送の配信処理、通信処理、各種処理機能を実現する場合、上記処理を実行するた
めのプログラムが提供される。そのプログラムを処理部５１で実行することにより、上記
処理機能が配信サーバ２で実現される。処理内容を記述したプログラムは、コンピュータ
で読み取り可能な記録媒体５７に記録しておくことができる。
【００４４】
　なお、プログラムを流通させる場合には、例えば、そのプログラムが記録されたＤＶＤ
、ＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体５７が販売される。また、プログラムをサーバの記憶装置
に格納しておき、ネットワークを介して、サーバから放送端末１にそのプログラムを転送
することもできる。
【００４５】
　プログラムを実行するコンピュータを有する配信サーバ２は、例えば、記録媒体５７に
記録されたプログラムもしくは他のサーバから転送されたプログラムを、自己の記録部５
２に格納する。そして、コンピュータは、自己の記録部５２からプログラムを読み取り、
プログラムに従った処理を実行する。なお、コンピュータは、記録媒体５７から直接プロ
グラムを読み取り、そのプログラムに従った処理を実行することもできる。また、コンピ
ュータは、サーバからプログラムが転送されるごとに、逐次、受け取ったプログラムに従
った処理を実行することもできる。
【００４６】
　図６、図７を用いて配信サーバ２の動作の説明をする。
　図６は、配信サーバ２の一実施例を示すブロック図である。図７は、配信サーバ２の動
作の一実施例を示すフロー図である。配信部６１と管理部６２は、配信サーバ２の処理部
５１に含まれる。第１の送信部６３と受信部６４と第２の送信部６５は、配信サーバ２の
通信部５５に含まれる。配信部６１は、記録部５２に記録されているコンテンツと該コン
テンツを配信するために用いる送信機の情報などを取得して、配信に必要なデータを生成
する。配信に必要なデータは、後述する配信テーブルからデータを取得して生成する。
【００４７】
　管理部６２は、放送端末１の複写不可領域３１に記録された送信機特定情報と受信期間
情報と、記録領域３２に記録されている特典情報を提供するウェブアドレスとを、ネット
ワーク５と受信部６４を介して受信する。管理部６２は、受信した特典情報を提供するウ
ェブアドレスと一致する後述する配信テーブルに記録されているウェブアドレスを検出す
る。そして、受信した特典情報を提供するウェブアドレスに関連付けられた送信機特定情
報と受信期間情報が、配信テーブルで検出されたウェブアドレスに関連付けられた送信機
情報と配信期間情報と比較する。送信機情報と送信機特定情報が一致し、かつ受信期間情
報と配信期間情報が一致または予め決められた期間を共有している特典情報の供給先ウェ
ブアドレスを決定する。
【００４８】
　第１の送信部６３は、配信部６１から配信に用いるデータを取得して、ネットワーク５
などを介して配信端末３や送信機４に送信する。
　第２の送信部６５は、管理部６２から送信された特典情報の供給先ウェブアドレスなど
を含むデータを取得して、ネットワーク５などを介して放送端末１に送信する。
【００４９】
　なお、第１の送信部６３と第２の送信部６５は、どちらもネットワーク５に接続されて
いるので、どちらかひとつの送信部を用いて、配信端末３や送信機４、放送端末１などに
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データを送信してもよい。
【００５０】
　図７のステップＳ７１では、配信部６１が記録部５２に記録されている配信テーブルを
参照して、コンテンツと該コンテンツを配信するために用いる送信機の情報などを取得し
て、配信に必要なデータを生成する。図８は、配信テーブルのデータ構造の一実施例を示
す図である。配信テーブル８１は、「配信期間情報」「配信エリア」「送信機情報」「配
信チャンネル」「コンテンツ番号」「ウェブアドレス」を有する。「配信期間情報」は、
「配信開始日時」「配信終了日時」を有している。「配信開始日時」には送信機４が配信
を開始する日時が示され、「配信終了日時」には送信機４が配信を終了する日時が示され
ている。本例では、「配信開始日時」として、２０１０年９月２５日午前９時を示す「２
０１０／９／２５　９：００」などが記録されている。また、「配信終了日時」として、
２０１０年９月２５日２０時を示す「２０１０／９／２５　２０：００」などが記録され
ている。「配信エリア」には、放送波を送信するエリアが記録されている。配信エリアは
、例えば、コンサート会場、イベント会場、水族館、博物館などの会場、レストランなど
の店舗などが考えられる。ただし、配信エリアは上記会場や店舗に限定されるわけではな
い。本例では、配信エリアとして「Ａ」「Ｂ」などが記録されている。「送信機情報」は
、「コンテンツ番号」に記録されている配信するコンテンツを識別する識別子に対応する
コンテンツを配信する送信機４を識別する識別子が記録されている。本例では、２０１０
年９月２５日午前９時から２０１０年９月２５日２０時までの間、配信エリア「Ａ」にコ
ンテンツ番号「１」に対応するコンテンツを配信チャンネル「１３」で配信する送信機４
として「ＳＣ－Ａ１」が記録されている。また、２０１０年９月２５日午前９時から２０
１０年９月２５日２０時までの間、配信エリア「Ａ」にコンテンツ番号「１」に対応する
コンテンツを配信チャンネル「１４」で配信する送信機４として「ＳＣ－Ａ２」が記録さ
れている。また、２０１０年９月２６日午前９時から２０１０年９月２６日２０時までの
間、配信エリア「Ａ」にコンテンツ番号「１」に対応するコンテンツを配信チャンネル「
１３」で配信する送信機４として「ＳＣ－Ａ１」が記録されている。また、配信エリア「
Ａ」にコンテンツ番号「２」に対応するコンテンツを配信チャンネル「１４」で配信する
送信機４として「ＳＣ－Ａ２」が記録されている。また、配信エリア「Ｂ」にコンテンツ
番号「２」に対応するコンテンツを配信チャンネル「１４」で配信する送信機４として「
ＳＣ－Ｂ２」が記録されている。「配信チャンネル」は、例えば、ワンセグ放送の配信チ
ャンネルを識別する識別子である。「コンテンツ番号」は、例えば、配信するコンテンツ
を識別する識別子であり、記録部５２に記録されているコンテンツに関連付けられている
。「ウェブアドレス」は、特典情報を提供するウェブアドレスが記録されている。本例で
は、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／１．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔ
ｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／１．ｈｔｍ２」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗ
ｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／１．ｈｔｍ３」が記録されている。また、特典情報
を提供するウェブアドレスには、「配信期間情報」「配信エリア」「送信機情報」「配信
チャンネル」「コンテンツ番号」に記録されているデータが関連付けられている。
【００５１】
　次に、ステップＳ７１で第１の送信部６３が、送信機４に配信開始日時、配信終了日時
、配信チャンネル、配信するコンテンツなどを含む配信に必要なデータ、ネットワーク５
と配信端末３を介して送信する。次に、ステップＳ７１で配信端末３は、配信開始日時に
なると配信に必要なデータのうち送信機情報とコンテンツを送信機４に送信して、送信機
４が送信機情報とコンテンツを含む放送波を送信する。
　なお、第１の送信部６３は配信端末３を介さずに配信に必要なデータのうち送信機情報
とコンテンツを直接送信機４に送信してもよい。
【００５２】
　図７のステップＳ７２では、放送端末１から送信された記録領域３２に記録されている
特典情報を提供するウェブアドレスと複写不可領域３１に記録された送信機特定情報と受
信日時情を、受信部６４が受信する。
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【００５３】
　ステップＳ７３では、管理部６２が受信した特典情報を提供するウェブアドレスと一致
する配信テーブルに記録されているウェブアドレスを検出する。次に、管理部６２は受信
した特典情報を提供するウェブアドレスに関連付けられた送信機特定情報と受信期間情報
が、検出された配信テーブルに記録されているウェブアドレスに関連付けられた送信機情
報と配信期間情報と比較する。
【００５４】
　ステップＳ７４では、管理部６２が送信機情報と送信機特定情報が一致し、かつ受信期
間情報と配信期間情報が一致または予め決められた期間を共有しているか否かを判定する
。送信機情報と送信機特定情報が一致し、かつ受信期間情報と配信期間情報が一致または
予め決められた期間を共有している場合はステップＳ７５（Ｙｅｓ）に移行し、一部一致
または全て一致していない場合はステップＳ７６（Ｎｏ）に移行する。送信機情報と送信
機特定情報が一致し、かつ受信期間情報と配信期間情報が一致または予め決められた期間
を共有している場合（全て一致）は、放送端末１が所定のエリアにおいて決められた日時
において配信されたコンテンツを含む放送波を直接受信したことになる。
【００５５】
　ステップＳ７５では、管理部６２がステップＳ７４で全て一致している場合に利用者に
提供する特典情報のうち価値が高い特典情報を提供するウェブアドレスを、特典情報テー
ブルを参照して決定する。図８は、特典情報テーブルのデータ構造の一実施例を示す図で
ある。特典情報テーブル８２は、「ウェブアドレス」「一致のウェブアドレス」「不一致
のウェブアドレス」を有している。「ウェブアドレス」は、放送端末１から送信された特
典情報を提供するウェブアドレスが記録されている。本例では、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ
．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／１．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕ
ｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／１．ｈｔｍ２」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．
ｃｏｍ／１．ｈｔｍ３」が記録されている。「一致のウェブアドレス」には、全て一致し
ている場合に、「ウェブアドレス」に関連付けられ、利用者に提供する特典情報のうち価
値が高い特典情報を提供するウェブアドレスが記録されている。本例では、「ｈｔｔｐ：
／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ｙｅｓ／１．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／
ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ｙｅｓ／２．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗ
ｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ｙｅｓ／３．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．
ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ｙｅｓ／４．ｈｔｍｌ」が記録されている。なお、価値
が高い特典情報は、「一致のウェブアドレス」に記載されているウェブアドレスに関連付
けられ記録部５２に記録されている。価値が高い特典情報は、例えば、動画、静止画、ウ
ェブアドレスなどのコンテンツである。
【００５６】
　「不一致のウェブアドレス」には、一部一致または全て一致していない場合に、「ウェ
ブアドレス」に関連付けられ、利用者に提供する特典情報のうち全て一致したときより価
値が低い特典情報を提供するウェブアドレスが記録されている。本例では、「ｈｔｔｐ：
／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ｎｏ／１．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗ
ｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ｎｏ／２．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．
ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ｎｏ／３．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．
ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ｎｏ／４．ｈｔｍｌ」が記録されている。なお、価値が低い特
典情報は、「不一致のウェブアドレス」に記載されているウェブアドレスに関連付けられ
記録部５２に記録されている。価値が低い特典情報は、例えば、動画、静止画、ウェブア
ドレスなどのコンテンツである。価値が低い特典情報は、価値が高い特典情報より価値が
低い情報である。
【００５７】
　次に、ステップＳ７５で管理部６２は決定した価値が高い特典情報を提供するウェブア
ドレスを含む情報を生成して、該情報を第２の送信部６５に送信する。次に、第２の送信
部６５は、放送端末１に価値が高い特典情報を提供するウェブアドレスを含む情報を返信
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する。
【００５８】
　ステップＳ７６では、管理部６２がステップＳ７４で一部一致または全て一致していな
い場合に、利用者に提供する特典情報のうち全て一致したときより価値が低い特典情報を
提供するウェブアドレスを含む情報を生成して、該情報を第２の送信部６５に送信する。
次に、第２の送信部６５は、放送端末１に価値が低い特典情報を提供するウェブアドレス
を含む情報を返信する。
【００５９】
　本例では、価値が高い特典情報を所定のエリアにおいて決められた日時において配信さ
れた放送波を直接受信した放送端末１に返信し、放送波を直接受信していない放送端末１
に価値が低い特典情報を返信している。しかし、放送波を直接受信していない放送端末１
には、価値が低い特典情報を返信しなくてもよい。
【００６０】
　実施形態１によれば、所定のエリアにおいて決められた日時において配信された放送波
を直接受信した放送端末１を特定して、特定された放送端末１にのみ特典情報を提供でき
るという効果を奏する。
【００６１】
　実施形態２について説明する。
　例えば、同じイベント会場に複数の送信機４が設けられており、送信機４各々からは同
じまたは異なるコンテンツを含む放送波が送信されているとする。また、該コンテンツ各
々には同じまたは異なる特典情報が関連付けられているとする。そして、同じエリアに設
置されている送信機Ａと送信機Ｂから、同じ日時に送信された放送波各々を、放送端末Ａ
は送信機Ａから放送波を直接受信し、放送端末Ｂは送信機Ｂから放送波を直接受信したと
する。このとき、送信機Ａと送信機Ｂの送信機特定情報が異なるので、実施形態１で説明
したように処理をすると、同じエリアで直接受信したにもかかわらず放送端末Ａと放送端
末Ｂでコンテンツを交換すると特典情報を提供されないことが想定される。
　そこで、実施形態２では送信機特定情報に関連付けられているエリアを示す情報も加味
し、エリアが同じか否かを判定し、判定結果に応じて特典情報を利用者に提供する。
【００６２】
　図９は、配信サーバ２の動作の一実施例を示すフロー図である。
　図９のステップＳ９１では、放送端末１から送信された記録領域３２に記録されている
特典情報を提供するウェブアドレスと複写不可領域３１に記録された送信機特定情報と受
信日時情を、受信部６４が受信する。
【００６３】
　ステップＳ９２では、管理部６２が受信した特典情報を提供するウェブアドレスと一致
する配信テーブルに記録されているウェブアドレスを検出する。次に、管理部６２は受信
した特典情報を提供するウェブアドレスに関連付けられた送信機特定情報と受信期間情報
が、検出された配信テーブルに記録されているウェブアドレスに関連付けられた送信機情
報と配信期間情報と比較する。
【００６４】
　ステップＳ９３では、管理部６２が配信テーブルの送信機情報と受信した送信機特定情
報が一致し、かつ受信期間情報と配信期間情報が一致または予め決められた期間を共有し
ているか否かを判定する。送信機情報と送信機特定情報が一致し、かつ受信期間情報と配
信期間情報が一致または予め決められた期間を共有している場合はステップＳ９５（Ｙｅ
ｓ）に移行し、一部一致または全て一致していない場合はステップＳ９４（Ｎｏ）に移行
する。送信機情報と送信機特定情報が一致し、かつ受信期間情報と配信期間情報が一致ま
たは予め決められた期間を共有している場合（全て一致）は、放送端末１が所定のエリア
において決められた日時において配信されたコンテンツを含む放送波を直接受信したこと
になる。
【００６５】
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　ステップＳ９４では、管理部６２が受信した受信期間情報と配信テーブルの配信期間情
報が一致または予め決められた期間を共有しているか否かを判定する。受信期間情報と配
信期間情報が一致または予め決められた期間を共有している場合は、配信テーブルの送信
機情報と送信機特定情報が一致しているか否かを判定する。受信期間情報と配信期間情報
が一致または予め決められた期間を共有していない場合は、ステップＳ９６（Ｎｏ）に移
行する。送信機情報と送信機特定情報が一致していないが、送信機情報と送信機特定情報
に関連付けられる配信テーブルの配信エリアが同じであれば、ステップＳ９７（Ｙｅｓ）
に移行する。
【００６６】
　例えば、同じ配信エリアＡに設置されている送信機ＳＣ－Ａ１と送信機ＳＣ－Ａ２から
、同じ日時に送信された放送波各々を、放送端末Ａは送信機ＳＣ－Ａ１から放送波を直接
受信し、放送端末Ｂは送信機ＳＣ－Ａ２から放送波を直接受信したとする。同じ配信エリ
アＡで直接受信した放送端末Ａと放送端末Ｂでコンテンツを交換する。放送端末Ａから送
信機特定情報と受信期間情報と特典情報を提供するウェブアドレスを配信サーバ２が受信
する。送信機特定情報として「ＳＣ－Ａ１」、受信期間情報として受信開始日時「２０１
０／９／２６　９：００」と受信終了日時「２０１０／９／２６　２０：００」を受信す
る。また、特典情報を提供するウェブアドレスとして「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆ
ｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／２．ｈｔｍｌ」を受信する。受信期間情報と配信テーブル８１の
特典情報を提供するウェブアドレスとして「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓ
ｕ．ｃｏｍ／２．ｈｔｍｌ」に関連付けられている配信期間情報は一致または予め決めら
れた期間を共有している。次に、送信機情報と送信機特定情報に関連付けられる配信テー
ブル８１の配信エリアが同じであるか否かを判定する。送信機特定情報は「ＳＣ－Ａ１」
であるので配信エリアは「Ａ」であり、ウェブアドレス「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．
ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／２．ｈｔｍｌ」に関連付けられている送信機情報「ＳＣ－Ａ２
」の配信エリアは「Ａ」である。その結果、送信機情報と送信機特定情報に関連付けられ
る配信テーブルの配信エリアが同じであるので、ステップＳ９７（Ｙｅｓ）に移行する。
【００６７】
　ステップＳ９５では、管理部６２がステップＳ７４で全て一致している場合に利用者に
提供する特典情報のうち最も価値が高い特典情報を提供するウェブアドレスを、実施形態
２の特典情報テーブルを参照して決定する。図１０は、実施形態２の特典情報テーブルの
データ構造の一実施例を示す図である。特典情報テーブル８２は、「ウェブアドレス」「
一致のウェブアドレス」「不一致のウェブアドレス」「エリア一致のウェブアドレス」を
有している。「ウェブアドレス」は、放送端末１から送信された特典情報を提供するウェ
ブアドレスが記録されている。本例では、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓ
ｕ．ｃｏｍ／１．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／
１．ｈｔｍ２」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／１．ｈｔｍ３
」が記録されている。「一致のウェブアドレス」には、全て一致している場合に、「ウェ
ブアドレス」に関連付けられ、利用者に提供する特典情報のうち最も価値が高い特典情報
を提供するウェブアドレスが記録されている。本例では、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ
．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ｙｅｓ／１．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆ
ｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ｙｅｓ／２．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊ
ｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ｙｅｓ／３．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔ
ｓｕ．ｃｏｍ／ｙｅｓ／４．ｈｔｍｌ」が記録されている。なお、最も価値が高い特典情
報は、「一致のウェブアドレス」に記載されているウェブアドレスに関連付けられ記録部
５２に記録されている。最も価値が高い特典情報は、例えば、動画、静止画、ウェブアド
レスなどのコンテンツである。
【００６８】
　「不一致のウェブアドレス」には、一部一致または全て一致していない場合に、「ウェ
ブアドレス」に関連付けられ、利用者に提供する特典情報のうち最も価値が低い特典情報
を提供するウェブアドレスが記録されている。本例では、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ
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．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ｎｏ／１．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕ
ｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ｎｏ／２．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔ
ｓｕ．ｃｏｍ／ｎｏ／３．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．
ｃｏｍ／ｎｏ／４．ｈｔｍｌ」が記録されている。なお、最も価値が低い特典情報は、「
不一致のウェブアドレス」に記載されているウェブアドレスに関連付けられ記録部５２に
記録されている。最も価値が低い特典情報は、例えば、動画、静止画、ウェブアドレスな
どのコンテンツである。
【００６９】
　「エリア一致のウェブアドレス」には、エリアが一致している場合に、「ウェブアドレ
ス」に関連付けられ、最も価値が高い特典情報の次に価値が高い特典情報を提供するウェ
ブアドレスが記録されている。本例では、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓ
ｕ．ｃｏｍ／ａｎｄ／１．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．
ｃｏｍ／ａｎｄ／２．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏ
ｍ／ａｎｄ／３．ｈｔｍｌ」「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｃ．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／
ａｎｄ／４．ｈｔｍｌ」が記録されている。なお、該特典情報は、「エリア一致のウェブ
アドレス」に記載されているウェブアドレスに関連付けられ記録部５２に記録されている
。該特典情報は、例えば、動画、静止画、ウェブアドレスなどのコンテンツである。
　なお、最も価値が高い特典情報の次に価値が高い特典情報は、最も価値が高い特典情報
であってもよい。
【００７０】
　次に、ステップＳ９５で管理部６２は決定した最も価値が高い特典情報を提供するウェ
ブアドレスを含む情報を生成して、該情報を第２の送信部６５に送信する。次に、第２の
送信部６５は、放送端末１に最も価値が高い特典情報を提供するウェブアドレスを含む情
報を返信する。
【００７１】
　ステップＳ９６では、管理部６２がステップＳ９４で受信期間情報と配信期間情報が一
致または予め決められた期間を共有していない場合に、最も価値が低い特典情報を提供す
るウェブアドレスを含む情報を生成して、該情報を第２の送信部６５に送信する。また、
管理部６２は受信期間情報と配信期間情報が一致または予め決められた期間を共有してい
るが、送信機情報と送信機特定情報が一致せず、配信エリアも一致しない場合に、最も価
値が低い特典情報を提供するウェブアドレスを含む情報を生成する。その後、管理部６２
は該情報を第２の送信部６５に送信する。次に、第２の送信部６５は、放送端末１に最も
価値が低い特典情報を提供するウェブアドレスを含む情報を返信する。
【００７２】
　ステップＳ９７では、管理部６２は受信期間情報と配信期間情報が一致または予め決め
られた期間を共有し、送信機情報と送信機特定情報が一致しないが、配信エリアが一致す
る場合に、価値が低い特典情報を提供するウェブアドレスを含む情報を生成する。その後
、管理部６２は該情報を第２の送信部６５に送信する。次に、第２の送信部６５は、放送
端末１に価値が低い特典情報を提供するウェブアドレスを含む情報を返信する。
【００７３】
　実施形態２によれば、所定のエリアにおいて決められた日時において配信された放送波
を直接受信した放送端末１を特定して、特定された放送端末１にのみ特典情報を提供でき
るという効果を奏する。また、同じエリアにおいて決められた日時において配信されたコ
ンテンツを含む放送波を直接受信した放送端末１の間であれば、同じまたは異なる特典情
報を取得することができる。
【００７４】
　なお、実施形態１、２において受信期間情報や送信機特定情報などの受信証跡を放送端
末本体内の複写不可領域に格納可能であれば、ワンセグ放送対応の放送端末および配信サ
ーバに限らず、他受信方式の放送端末および配信サーバに用いることができる。
【００７５】
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　また、本発明は、上記実施の形態に限定されるものでなく、本発明の要旨を逸脱しない
範囲内で種々の改良、変更が可能である。各実施形態は処理に矛盾の無い限りにおいて、
互いに組み合わせても構わない。
【符号の説明】
【００７６】
　１　放送端末
　２　配信サーバ
　３　配信端末
　４　送信機
　５　ネットワーク
　２１　処理部
　２２　記録部
　２３　記録媒体読取装置
　２４　入出力インタフェース
　２５　通信部
　２６　バス
　２７　記録媒体
　２８　入出力部
　２９　受信部
　３１　複写不可領域
　３２　記録領域
　５１　処理部
　５２　記録部
　５３　記録媒体読取装置
　５４　入出力インタフェース
　５５　通信部
　５６　バス
　５７　記録媒体
　５８　入出力部
　６１　配信部
　６２　管理部
　６３　第１の送信部
　６４　受信部
　６５　第２の送信部
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